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新たなムーンショット目標(※)

ムーンショット目標 ビジョナリー会議提言／13のビジョン

社会環境の変化

次代を担う若手研究者
を中心に提案公募採択、
調査研究の実施(21件)

○ムーンショット型研究開発制度では、超高齢化社会や地球温暖化問題など重要な社会課題に対し、ビジョナリー会
議の提案等も踏まえ、人々を魅了する野心的な目標を国が設定し、挑戦的な研究を推進。

○同制度では、社会環境の変化等に応じて目標を追加することとしており、コロナ禍による経済社会の変容を想定し、
我が国の将来像に向けた新たな目標を検討。

○JSTでは、令和2年9月～11月に若手研究者等を中心にビジョン提案の公募を行い、129件の提案の中から選考
した結果、令和3年1月に21チームを採択。ビジョナリーリーダーの指導の下、各チームが調査研究を実施中。

ムーンショット型研究開発事業/ミレニアプログラム[MILLENNIA]
（新たな目標検討のためのビジョン策定）

(※)令和3年9月頃決定見込み 1



スケジュール

※MS目標設定以降の日程は今後調整 2

ビジョナリーリーダーによる目標候補選定

目標決定フェーズ（ミレニア・プログラム） 研究開発フェーズ
2021年1月~7月

21チームによる調査研究
・チームごとの調査研究
・複数チームによるディスカッション
・ビジョナリーリーダーとの意見交換
・調査研究報告会（7月17・18日）

8月 最終評価

CSTIにおいて、目標決定

CSTIにおいて、目標決定

JSTがPDを任命（目標毎）

JSTがPMを公募・選考

PD

PM1 PM2 PM3 PM4

研究開発を開始
目標A 目標B

調査研究
チーム

ビジョナリー
リーダー

7月 １次評価

ビジョナリーリーダーによる目標候補案選定

新目標候補作り込み

外部有識者による報告書
査読・科学技術面の評価



JST ビジョナリーリーダー
総括：
渡辺 捷昭（前 トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長）

副総括：
足立 正之（株式会社堀場製作所 代表取締役社長）
天野 浩 （名古屋大学 未来材料・システム研究所 教授）
久能 祐子（S&R財団理事長（米国）、

Halcyon共同創設者兼理事（米国）、
京都大学理事（非常勤））

チーム１ チーム２

MS１ 萩田 紀博PD

MS２ 祖父江 元PD

MS３ 福田 敏男PD

MS６ 北川 勝浩PD

チーム20 チーム21

ガバニング委員会

協力

＊）PD他有識者の協力のもと、選考を実施。 3

JSTサポート職員

ミレニアプログラムにおけるJST内の評価・運営体制
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